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審 査 結 果 の 要 旨 
大腿膝下動脈領域の閉塞性動脈硬化症に対する血管内治療において，血管内に留置物を残さずに治









申請者らは，NIBS 系ブタ 8 頭を使用し左右各腸骨動脈にステント（PTX-ITS あるいは ITS）留置
を行った．留置１ヶ月後と３ヶ月後にそれぞれ OCT での評価を行い，ステント面積・内腔面積・ス
テント狭窄率を算出した．また，留置 3 ヶ月後に安楽死処置を行い病理評価も行った．最終的に
PTX-ITS 6 本と ITS 6本が評価対象となった．留置前後の血管造影では両ステントに有意差は認めら
れなかった．OCT では 1ヶ月後の評価で PTX-ITS において有意に ITS よりもステント面積が大きく
（P=0.037），3 ヶ月後の評価でも同様の結果であった．（P=0.009）ステント狭窄率は 1 ヶ月後で
PTX-ITS において有意に低値であり（P<0.001），3ヶ月後もこの傾向は維持されていた．（P=0.018）
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